
学校番号 304 

令和３年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版 高等学校 社会と情報（数研出版） 

副教材等 
改訂版 社会と情報 サポートノート（数研出版） 

３０時間でマスターOffice2016（実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

座学では、情報化社会で生きてく上での基本的な知識を習得し、個人情報・著作権などの問題点を

踏まえ、情報モラルも身につけてもらいたいと考えています。 

実習では、ワード、エクセル、パワーポイントなど情報発信に必要な基本的な知識と技能を習得し

てもらいます。基本的に LAN 教室での実習が主体になります。１時間の授業に集中し、わからない

ことは机間巡視の際、遠慮せず聞いてください。「習うより慣れろ」という気持ちでコンピュータ

に苦手意識を持たずに楽しみながら授業を受けてほしいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

情報社会に主体的に対応できる能力と態度を育てることができるように、情報に関する科学的な見

方や考え方を身につけると共に、社会の中で情報や情報技術が果たしている役割や影響を理解させ

る。 

また、情報や情報技術を活用するための知識と技能を身につけることができるように、実践的な内

容も重視する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報の各分野に関す

る諸課題について感

心をもち、その改善・

向上を目指して主体

的に取り組もうとす

るとともに、実践的な

態度を身につけてい

る。 

情報の各分野に関す

る諸課題の解決を目

指して思考を深め、基

礎的・基本的な知識と

技術を基に、情報産業

に携わる者として適

切に判断し、表現する

創造的な能力を身に

付けている。 

情報の各分野に関す

る基礎的・基本的な

技術を身に付け、情

報の各分野に関する

諸活動を合理的に計

画し、その技法を適

切に活用している。 

情報の各分野に関す

る基礎的・基本的な

技術を身に付け、現

代社会における情報

及び情報産業の意義

や役割を理解してい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

定期考査の結果 

実習作品 

発表 

相互評価 

学習状況の観察 

定期考査の結果 

発表 

実習作品 

相互評価  

学習状況の観察 

課題作品・実習作品 

発表 

実技テストの結果 

等 

学習状況の観察 

定期考査の結果  

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

情
報
と
メ
デ
ィ
ア 

情報とは 

 

インターネットの活用 

 

メディアとは 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

a:通信技術の発達と情報の扱

われ方について関心をもって

いる。 

b:「情報」がもつ意味やはたら

きについて考え、その結果を適

切に表現している。 

c:インターネット上のさまざ

まなサービスを利用して情報

を検索するための技能を身に

付けている。 

d:さまざまな情報の表現形式

について理解している。 

授業観察 

実習作品 

定期考査 

１
学
期 

情
報
社
会
と
情
報
モ
ラ
ル 

情報社会の光と影 

 

情報セキュリティの確保 

 

情報社会における法と個人の

責任 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

a: 情報社会が人に及ぼす影響

や問題点について関心をもっ

ている。 

b: セキュリティを確保するた

めに，ユーザ認証やアクセス制

御などの必要性について考え，

判断している。 

c: 著作権などの知的財産権を

侵害せずに，情報機器を活用す

ることができる。 

d: ネット上の詐欺や架空請求

などの問題が，社会に及ぼして

いる影響について理解してい

る。 

授業観察 

実習作品 

定期考査 

２
学
期 

デ
ィ
ジ
タ
ル
情
報
と
情
報
の
活
用 

アナログとディジタル 

 

コンピュータのしくみ 

〇  

 

〇 

 〇 

 

〇 

a: アナログとディジタルのち

がいについて関心をもってい

る。 

b: ハードウェアとソフトウェ

アのそれぞれのはたらきにつ

いて考えている。 

c: 情報発信の目的に応じて適

切なメディアで発信すること

ができる。 

d: ビット，バイトの概念や，

ディジタル情報の量の単位に

ついて理解している。 

授業観察 

実習作品 

定期考査 



２
学
期 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

コミュニケーション手段の発達 

 

インターネットのしくみ 

 

インターネットの活用 

〇  

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

a: コミュニケーションの手段

として通信が発達してきた歴

史に関心をもっている。 

b: 情報を伝達するためにはプ

ロトコルが必要であることに

ついて考えている。 

c: インターネットの特性をふ

まえて，インターネットを適切

に活用することができる。 

d: 情報通信技術の進展がコミ

ュニケーション手段を変化さ

せてきたことを理解している。 

授業観察 

実習作品 

定期考査 

３
学
期 

望
ま
し
い
情
報
社
会
の
構
築 

情報システムと人間 

 

問題解決 

〇 〇  

 

〇 

 

 

〇 

a: 人にとって利用しやすいユ

ーザインタフェースについて

関心をもっている。 

b: 人にとって利用しやすいユ

ーザインタフェースとはどの

ようなものか考え，その結果を

適切に表現している。 

c: 問題解決を行うために，情

報機器を効果的に活用するこ

とができる。 

d: 問題解決を行うためのプロ

セスを理解している。 

授業観察 

実習作品 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


